
































岡山県の取り組み

「あなたは、自分の死が近い場合に受けたい医療や受けたくない医療について、

家族と話し合ったことがありますか？」　（平成29年6月「県民満足度調査」）

岡山県民1,344人に聞きました。
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岡山県の取り組み

岡山県では、県民に、家族や身近な人と

「人生の最終段階の過ごし方」について

話し合い、思いを共有することの大切さ

を知っていただくための啓発活動に

取り組んでいます。

県内の医療関係者や有識者、患者さんとご家族にご協力いただき

広報テレビ番組を企画・放送しました。（RSK山陽放送、平成29年12月2日放送）

広報番組「最期まで自分らしく」の制作

取 組 事 例

あなたと家族・身近な人

この番組を収録したDVD「最期まで自分らしく」を、無料で貸出しています。

また、番組の一部は岡山県ホームページで視聴できます。



岡山県の取り組み

岡山県では、医師会、看護協会など

さまざまな関係機関と連携して、

「患者本人の意思を尊重した医療」

を実践する人材の育成に取り組んで

います。
支えるチーム

医師、看護師などを対象に、ACP（※）の基礎や、患者支援の事例を

学ぶ研修会を開催しています。

専門職向け研修会の開催

取 組 事 例

ACP とは？

アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning、

略してACP）とは、「今後の治療・療養について、患者・家族と

医療従事者があらかじめ話し合い、共有し合うプロセス」の

ことです。将来、患者自身が意思決定をできなくなったとき、

患者の意思を尊重した医療を行うために役立つものとして

近年、医療従事者への普及が進められています。

▲岡山県医師会の研修会 ▲ 岡山県看護協会の研修会














